
＜教育目標＞

日 曜 日 曜

7 月 3 日

11 金 4 月

12 土 11 月

13 日 12 火

14 月 17 日

18 金 20 水

20 日 21 木

21 月 22 金

23 水 23 土

24 木

28 月

30 水

31 木

　　　　　　　　　　小学生の頃の体験が・・・生きる力に・・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校長　　山田　裕之
 ２学期が始まって１ヶ月が経ちました。９月１２～１３日には、６年生が広島への修学旅行を実施しました。５年生
は、西条市役所　林業振興課の皆様が来てくださり、「地域森林教室」を行いました。壬生川小学校のシンボルの木
フェニックスをはじめ、校内の樹木の説明や森林の大切さなどの出前授業を行ってくださいました。低・中学年でもこ
れから、校外へ出かけての学習や外部講師をお招きしての体験活動を積極的に行う予定です。私は、教室内だけの座学
だけが学びではないと考えます。様々な体験活動が子どもたちにとって「生きる力を育む学びの根っこ」になると考え
ます。

　　「小学生の頃に自然や社会、文化的な体験を多くした高校生は自尊感情が高い。」
　これは、「青少年の体験活動に関する調査研究結果報告」によるものです。体験活動の効用については、これまでに
も言われてきたことですが、文部科学省は「体験活動が子どもの成長に大切であることを確かな分析方法で、裏付けさ
れた」としています。報告書の概要は次のとおりです。

　　小学生の頃に体験活動（※自然体験、社会体験、文化的体験）や読書、お手伝いを多くしていた子どもは、高校
　生の時に自尊感情（自分に対して肯定的、自分に満足している、など）や外向性（自分のことを活発だと思う）、
　精神的な回復（新しいことに興味をもつ、自分の感情を調整する、将来に対して前向き、など）といった項目の得
　点が高くなる傾向が見られる。

　小学生の頃に異年齢（年上・年下）の人とよく遊んだり、自然の場所や空き地・路地などで
よく遊んだりした経験にも同様の傾向が見られる。子どもの健やかな成長を確かなものにして
いくためには、１つの経験だけでなく、多様な経験をすることが必要である。
　この時期、「スポーツの秋」「芸術の秋」「読書の秋」「食欲の秋」「〇〇の秋」など、
何をするにもいい季節です。子どもたちを自然の中で、地域の中で大いに遊ばせてみては
どうでしょうか。

西条市立壬生川小学校

し ら さ ぎ令和６年度 ｢共に学び合う やさしく
　たくましい 壬生川っ子の育成｣学校だより[10月号]

＜１０月の行事予定＞ ＜１１月の主な行事＞
行　　事　　内　　容 行　　事　　内　　容

クラブ活動 文化の日

☆人権教育講演会〔9月20日(日)〕について
　授業参観後、情報モラルに関する講演会を開催します。この講演会では、自他の権利を尊重し、情報社
会において責任を持って行動することや、危険を回避しながら情報を正しく安全・健康的に利用すること
について考えていきます。5・6年生と一緒に、多くの保護者の皆様のご参加をお待ちしています。
☆第2回資源回収〔11月17日(日)〕について
　学習発表会当日の午前に、運動場にて、家庭からの持ち込み形式で実施します。ご協力よろしくお願い
します。

㊗スポーツの日

陸上記録会壮行会

就学時健康診断・子育て講演会 12:50 学年別下校 振替休日

地方祭 愛媛県小学校陸上運動記録会

地方祭（運動場でかきくらべ 8:30） 愛媛県小学校陸上運動記録会（予備日）

参観日(授業参観・人権教育講演会)11:15 学年別下校

繰替休業日（20日と）

西条市小学校陸上運動記録会

28 木

学習発表会

道徳教育研究発表会（給食なし）

「2年,3松,4竹」以外の学級…10:10 学年別下校

「2年,3松,5竹」…11:10 学年別下校

音楽フェスティバル（西部）

ＰＴＡ役員会⑤

繰替休業日（11／17と）

勤労感謝の日

人権作品発表会〔3年〕(14:00 壬生川公民館)

*10月の「自主学習がんばり週間」・・・10月21日(月)～10月27日(日)

＜お知らせ・お願い＞

西条市小学校陸上運動記録会（予備日）

モアレ検査〔5年〕・委員会活動

四国乳業食育教室〔1年〕



＜ ２ 年 生 ＞

　朝晩が涼しくなり、秋の虫の声が聞こえてくる季節になりまし
た。しかし、まだまだ暑い日が続いていますので、水分は多めに
持たせるようにお願いします。
　【お知らせ】
〇10月から国語科の教科書「下」を使用します。
〇生活科「たのしいあきいっぱい」で秋の自然物を使っておも
ちゃを作ります。公園などに遊びにいった際、松ぼっくりがあれ
ば集めておいて下さい。
〇10月30日(水)２校時に、「らくれんの食育教室」を行います。
〇図画工作科「ぺったんころころ」で、大きい紙に絵具で形を写
していきます。授業の際には、汚れてもよい服(上下)を持たせて
ください。
〇「繰り上がりのある足し算」の学習が始まります。10までの足
し算、ひき算をお家でしっかり練習するよう御協力お願いしま
す。

　２学期が始まり、１か月が過ぎました。朝晩が肌寒い季節
となり、秋らしさが深まっています。これから先、お祭りや
参観日、学習発表会などのたくさんの行事が控えています。
　いろいろな体験をしながら、子どもたちも大きく成長して
ほしいと願っています。
【お知らせ】
〇　国語ノート（15マス）を購入しました。今使っ
　ているノートが無くなったら、使わせてください。
〇　10月９日（水）に、図画工作科
　「たのしくうつして」で、黒イン
　クを使用した版画を作ります。汚
　れてもよい服（上下）を持たせて
　ください。

＜今月のお知らせ･お願い ～ 特別支援教育 及び 各学年(１～６年)より＞

○音楽フェスティバルに向けて頑張ってます！！
　11月に行われる音楽フェスティバルに向けて、毎日練習を頑
張っています。難しい曲ですが、朝の時間や昼休みなどを使っ
て練習に励み、ぐんぐん上手になってきています。当日に向け、
更なる成長が楽しみです。
○自学ノート
　「自学がんばり週間」では、子どもたちは工夫して自学に取り組
んでいました。
　・ｅスタ（新聞記事）を読んでまとめる
　・外国語にチャレンジ
　・興味のある国やスポーツについてまとめる
　・ごはんの炊き方やみそ汁の作り方　など
【就学時健康診断について】
　10月１１日(金)に就学時健康診断があります。給食有りの午前
中授業で、下校は12:55ですが、新１年のお世話係として、８名
の児童が残ります。お世話係をする児童の下校は15:10頃になり
ます。お知りおきください。

○平和学習や修学旅行で学んだこと・成長したこと
・戦争の悲惨さ、そして平和がどれだけ貴重であるかを実感
し、「争いや暴力を避け、平和を守ること」の重要性を学び
ました。
・戦争体験者の講演や様々な資料の見学を通して、人々の苦
しみや悲しみを知り、他者の心の痛みに共感する力、他人を
思いやる心が育ってきています。
○チャレンジテストの実施ついて
　10月22日(火)に、タブレット端末上で問題に答える形式で
行います。教科横断的な内容(国算社理等の様々な教科)の問
題が出題されます。
○ご家庭での声掛けのお願い
　卒業まで残り半年となりました。充実した小学校生活を送
り、自信を持って中学校に進むために、家庭でも励ましの言
葉をかけたり、努力を認めたりするなど、ご協力よろしくお
願いいたします。

　＜ ３ 年 生 ＞ ＜ ４ 年 生 ＞

　図画工作科の学習では、本の世界を想像しながら、一生懸命に
版画作品をつくっています。
　社会科では、農家の仕事について、いちごづくりを取り上げて
学習しています。10月９日(水)には、ＪＡの方と壬生川地域の農
家さんに来ていただき、お話を聞く予定です。どんなお話が聞け
るのかとても楽しみです。
【お知らせ】
〇　図画工作科の学習では、自分が「出会ってみたいな」と思う
生き物を制作予定です。子どもたちが持ち帰る計画用紙を一緒に
確認していただき、ペットボトルや必要な材料を集めておいてく
ださい。
〇　算数科では、「円と球」学習が始まり
　ます。この学習で「コンパス」を使い
　ますので、準備をお願いいたします。
〇　10月22日(火)に、タブレットを使っ
　て、教科横断的な内容の「チャレンジ
　テスト」を行います。

　10月も、よろしくお願いします！
【お知らせ】
〇　10月上旬に、国語科では、教科書「上」の内容に戻ります。終
わり次第、再度、教科書「下」の学習に切り替えます。お知りおき
ください。
〇　10月中旬に、図画工作科「立ち上がれ！ねん土！」の学習で、
ねんど板を使用します。学校に持たせてください。
〇　「チャレンジテスト」が実施されます。タブレットを使い。20
分間で問題を解きます。確実な実施のため、10月の「自主学習がん
ばり週間」ではあります
が、実施日まではタブレットを持ち帰ら
ず、学校で保管します。
　■実施日　令和６年１０月２２日（火）
　■内　容　教科横断的な内容

　※結果が出ましたら、お子さんと
　　確認をお願いいたします。

＜ ５ 年 生 ＞ ＜ ６ 年 生 ＞

＜特別支援教育＞ 【「当たり前」から「ありがたい」へ】

　日々の授業や友達との何気ない会話、この「当たり前」の毎日が、実はとても大切で、感謝すべきものだと感じる瞬間は少なくありません。例え
ば、毎日学校に来て、授業を受けること。これも、健康であり、周りの人々の支えがあってこそ実現できるものです。また、友人や先生、家族といっ
た周りの人との関わりも、それぞれの存在が、私たちの生活を豊かに、支えてくれています。相手の小さな気遣いや親切な
行動に目を向け、感謝の気持ちを持つことは、日常生活をより充実させる鍵となるでしょう。私たちは時に忙しさに追われて、
日常の中で感謝の気持ちを忘れがちです。しかし、ふと立ち止まって考えると、日々の「当たり前」が、いかに貴重なもので
あるかに気付かされます。「当たり前」と流す心から、「ありがたい」と受けとめる豊かな心で過ごしていきたいものです。
季節の移り変わりとともに、新しい学びや発見が待っています。日々の生活の中で、「ありがとう」の気持ちを忘れず、
感謝の心をもって前向きに歩んでいきましょう。

＜ １ 年 生 ＞


